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卒業生から在校生へバトンタッチ
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赤穂市立赤穂中学校 令和４年３月１０日発行

「学校だより」 文責 校長（猪谷 和寛）

3月9日（水）に赤穂市教育

委員 志水 矛様をはじめ、

赤穂市議会議員の皆様、本校

学校運営協議会会長・副会長

様、PTA会長様をお迎えして、

第75回卒業証書授与式が挙行されました。感染

症対策のため本年度も規模を縮小しての実施と

なりました。

厳粛な雰囲気の中、卒業生115名が呼名され、

「ハイ」と中学校生活の思いがこもった返事が

体育館に響きました。残念ながら式の中で歌は

歌えませんでしたが、来賓、保護者、教職員の

あたたかい拍手の中、胸を張って卒業してくれ

たと思います。卒業生のこれからの活躍を心か

ら祈っています。

さて、いよいよ1，2年生の皆さんが赤穂中学

校を引っ張っていく番となりました。そのスタ

ートに当たって今回は「本気」について考えて

みたいと思います。

勝ち負けなんかちっぽけなこと。

大事なのは、本気だったかどうかだ！

スポーツ解説者の松岡修

造さん（日本テニス協会理

事強化本部副部長）が、試

合を終えた若い選手にかけ

た言葉です。

試合やコンクールなど勝

敗や順位を競うものは「本気」で闘ったかが問

われます。同じように、日常生活の中の、勉強

も掃除も、「本気」かどうかが重要でしょう。

あなたは今、「本気」で取り組めていますか？

本気ですれば大抵のことはできる。

本気ですれば何でもおもしろい。

本気ですれば誰かが助けてくれる。

これは後藤静香さん（社会教育家 1884年～19

71年）の言葉です。やはり「本気」が大事！「本

気」で取り組むと物事がうまく回り始めます。

一生懸命だと知恵が出る。

中途半端だと愚痴（ぐち）が出る。

いい加減だと言い訳が出る。

これは、戦国武将武田

信玄の言葉です。「愚痴」

は中途半端だった証拠。

「言い訳」は、いい加減

だった証拠。「本気」で

取り組むことが大事だと

伝えているのでしょう。

今の自分を「本気」という物差しで振り返っ

て下さい。これから「本気」で勉強やスポーツ

に挑戦すれば、運命は変わ

ります。そして、たくさん

の「本気」が溢れれば素晴

らしい赤穂中学校になりま

す。頑張りましょう！

＜各専門部部長・副部長が決定＞
みんなでリーダーを支え、

生徒会活動を盛り上げてい

きましょう。
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卒業式 送辞の紹介

厳しい冬の寒さの中に

も暖かい陰に春を感じら

れる季節となりました。

本日、この赤穂市立赤穂

中学校を羽ばたいていく

3年生の皆様、ご卒業おめでとうございます。

在校生を代表して心からお祝い申し上げます。

思い返せば2年前、たくさんの不安と緊張を

抱え、入学した私たちを先輩方は温かく迎えて

下さいました。それは、これからの中学校生活

が楽しみで仕方なくなる最初の出来事でした。

「和音」のスローガンを掲げ、開催された体

育発表会。今年もコロナの影響で縮小しての開

催でしたが、全校生徒が学年の壁を乗り越え、

互いに応援し合い、一つひとつのプログラムを

全力で楽しむことができました。

最高の体育発表会になったのは、障害物リレ

ーや応援グッズなどの新しい取組を企画し、た

くさんの準備をして下さった生徒会幹事の方々

を初め、仲間と協力し

絶対に体育発表会を成

功させようとする先輩

方の強い想いが私たち

に伝わり、赤中生が一

致団結できたからだと

思います。（中略）

また、文化発表会のハートフルリレーでは赤

中生全員の思いが込められたかのような歌詞の

「未来へ」を歌いました。画面越しでも伝わる

先輩方の迫力ある歌声に圧倒されました。その

歌声のおかげで赤中生全員の心が一つにまとま

り、素晴らしい文化発表会になりました。本当

にありがとうございました。

そんな頼れる先輩方が卒業し、それぞれの道

へ旅立って行かれるのはとても寂しいことで

す。次は私たちがこの学校を引っ張っていく存

在になるのかと思うと不安で一杯になります。

しかし、立ち止まるわけにはいきません。なぜ

なら、先輩方が創りあげてき

た赤穂中学校の歴史を受け継

ぎ、未来へとつないでいかな

ければいけないからです。こ

れから一歩一歩前進し、先輩

方に負けないように歴史の1

ページを創っていくことをお

約束致します。ご卒業されて

も赤穂中学校のこと

を見ていて下さい。

私たちは、先輩方

がこれからの人生を

幸せに過ごされるこ

とを心から願っています。（中略） 最後になり

ましたが、皆様の今後のご健康とさらなるご活

躍を心からお祈りし、送辞といたします。

令和4年3月9日

在校生代表 山手 來歩

３月と４月の主な教育行事
□ 3/18(金) 公立高校一般合格発表

給食最終日（2年生弁当）

学年お別れ行事（校内）

□ 3/21(月) 春分の日

□ 3/22(火) 大掃除 ﾜｯｸｽがけ 午前中授業

□ 3/23(水) 小学校卒業式 午前中授業

□ 3/24(木) 修了式 ～4/5 春季休業

□ 3/28(月) 公立高校一般追検査

□ 4/ 6(水） 離任式･着任式・始業式

□ 4/ 7(木) 入学式（午後）

□ 4/11(月) 給食開始、課題テスト

□ 4/13(水) 新入生歓迎行事

□ 4/16(土） 参観日、PTA総会

□ 4/18(月） 振替休業日

□ 4/19～22 家庭訪問

3月18日（金）～30日（水）に開催さ

れる春の選抜高等学校野球選手権大会に

東洋大附属姫路高校が14年ぶり8度目の

出場が決まりました。

そのメンバーに赤穂中学校出身の高橋

蓮至選手がいます。高校1年生の公式戦

から、投手や内野手とし

て先発出場しており、今

回の甲子園でも活躍が期

待されています。赤穂中

学校の先輩が、甲子園に

出場することを誇りに思

い、心から応援したいと

思います。




